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近時私達が行っているOT感作血球の免疫学

的研究においては常時同一感作状態の血球を用

いることが最も望ましい．しかるに感作血球の

作製に際して赤血球の凝集または溶血を招来す

るOTにしばしば遭遇するので，同一方法で得

られた結核菌の各株の培養LotごとのOTに

ついて2，3の基礎的観察を試みた．

その要旨を摘記すると次のごとくである．

IOTの血球凝集，溶血性ならびに抗補体性の検討

血球感作に際してOTに凝集性および溶血性くで同一株においてもLotの相違によって凝

があれば感作原として使用に耐えないことは明集性あるいは溶血性をもち，かつ抗補体性も種

らかであり，また補体結合反応を行うに当って々であることが知られる．ここで血球に対する

はその抗補体性が問題となる．よって私達は6自然凝集性と感作能との関連性について検討す

頭の健常無処置ウサギの血球を用いて型のごとるためOT-H37Rv中自然凝集性を有するLot

く')OTで感作する処置を行い，各種OT(下欄No.25を用いて次のごとき観察を試みた．

※記載菌株のSauton培地8週間培養ろ液からすなわちLotNo､25の10倍稀釈液30mlを

常法に準じて調製したもので0.5%にPhenolを3等分し，そのうち二つには血球の遠沈洗浄沈

加えてある）の凝集性および溶血性を検すると査を0.5mlずつ加えてそれぞれ2時間および

ともに溶血系（ヤギ血球，それに対するヘモリ10分間型のごとく感作し，他の一つには同じく

ジンおよびモルモット血清）を用いてそれらの0.5mlの血球沈査を加え10分間37｡Cに保った

抗補体性を検索した，その成績は第1表のごと後遠心し沈査血球を捨ててその上清に再び0．5
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mlの血球沈査を加えて30分感作し，以上3種稀釈OTの使用によって自然凝集を避けること

の感作血球浮遊液を作り反応に供した．その結・が可能と思われたが溶血反応は著しく低下し

果溶血反応は自然凝集素になんら関係なく血球た．（第2表）

感作の程度において認められたが，凝集反応でなお凝集性も溶血性も示さなかったOTにつ

は自然凝集素を吸収する必要があった．又高度いて次の検討を行った．

Ⅱ透析,Phenol添加,Mersonin添加がOTの血球感作能

およびOT感作血球凝集反応阻止能に及ぼす影響

OTは通常0.5%の割にPhenolを加えて氷れ0.5%にPhenolおよび0.01%にMersonin

室内に保存されてし､るが，近時防腐剤としてを加え，これら三者間の血球感作能ならびに

Mersoninがしばしば用いられているので，こOT感作血球凝集反応阻止能を比較した．しか

こではOT-H37Rvの同-Lotを3分し，一してその成績にはほとんど異なるところがなか

つは一夜蒸留水中で透析し他の二つにはそれぞつた．

III各種OTのOT感桐血球凝集反応阻止能の比較

OT-H37Rv感作血球と同免疫血清1)を用い能を比較するとOT-H37Rvが最も強く,OT-

て各種OTの血球凝集反応阻止試験を行った．H2,OT-AB,OT-H37Raはこれに次ぎ，

その結果同一株のOTでもLotが異なればOT-Bovは弱く,OT-BCGが最も弱かった．

異なった阻止能をもつことが明らかにされた．これが型あるいは株特異性によるか否かにつ

（第3表）しかし全般として各種OTの阻止いては稿を改めて記述したい．

IV塔養週と感作能，阻止能との関係

H37Rv株のSauton培地2,4,6,8おた.(第4表）阻止能についても2,4,6週

よび10週培養ろ液から型のごとく調製したOTと週を追うにしたがって強くなり,6,8,10

の感作能を比較すると2週では弱く，4週では週では差がなかった．（第5表）

かなり強く，6，8および10週では差がなかっ

以上の知見から私達はOT感作血球免疫に関する研究において通常H37Rv株のSauton培地6

週以上の培養ろ液から作製したOTでその10倍稀釈液が血球を凝集または溶血させないもので一定

の阻止能を有するものに0.5％にPhenolを加えて保存し使用している．

1)Saito,T.

※菌種
ヒト型菌

ウシ型菌
BCG

文

andetal．:Jap．』・Tuberc.,3,75,1955.

培養菌株
H37Rv株
H37Ra株
H2株
青山B株
H2株SM耐性株

H2株のINA耐性株
X株
予研株

献

左の菌株のOTの略号
OT-H37Rv
OT-H37Ra
OT-H2
OT－AB'

OT-H2-SMR

OT-H2-INR
OT－Bov

OT-BCG
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第1表OTの血球凝集性，溶血性ならびに抗補体性の検討
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欄内の数値はOTの稀釈倍数．

欄内0は凝集，溶血ともになし，1'’1，2'’2，3'’3は凝集の強さを示しh',h
は溶血を示す．

は1:50でなお溶血性あり，1:250で弱い凝集性があった．
は1:250でなお強い凝集を示した．
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第2表血球凝集性を有するOTによる感作血球の凝集ならびに溶血反応
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第3表各種OTのOT-H37Rv感作血球凝集反応阻止能の比較
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第4表培養週別OT－H37Rvの感作能
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第5表培養週別OT-H37Rvの阻止能
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